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南 九 州 地 域 科 学 研 究 所　所 報　第 30 号（2014）
〈質問３〉指導されてみて、難しいと感じとことはどういっ
たところですか。
この質問に対しては、やはり「ピアノが苦手なのでなる
べくピアノを使わない活動を行う（リズム打ちなど）」とい
う回答の教諭が３名おり、また、「常にピアノの場所にいな
ければならないので、教師が一緒に行ったり見本があまり
見せられない」、「リズム打ちなどは個人差があり、どの程
度の物を取り入れたら良いかが難しい」という意見があっ
た。プログラム中での指導者の動作については、さらに考
察し、指導案の展開を実施する教諭が、さらにわかりやす
く記述する必要がある。
〈質問４〉子どもたちの反応はいかがですか。
この質問に対しては、全てが肯定的な意見であり、「楽し
そう」「反応がよくまたしたいと喜んで楽しく行っていた」
「とても笑顔になりピアノの音に集中していた」といった答
えが得られた。
〈質問５〉今後もこのような活動を子どもたちとしたいと
思いますか
この質問に対しては６名全員が「思う」と答えてくれた。
〈質問６〉もっとリトミックの実践方法について知りたい
と思いますか。
この質問に対しては、６名中５名が「思う」、１名が「あ
まり思わない」という回答であった。
質問５･ ６においては、リトミックを取り入れた活動に
対して肯定的な意見が多く、保育において有意義な活動で
あると捉えていることがわかった。
Ⅳ．考察
リトミック教育の目的は、学んだ後、生徒たちが、「知っ
ています」ではなく、「やりました」といってそのあと、自
分を表現したいという欲求を自分の内に生み出すようにす
ることである１）。例えば２拍子、３拍子、４拍子という拍
子の違いがあることを教科書を見て学ぶだけではなく、身
体全体で体感することで記憶に残り、あとから机上で学ん
だ際にあのとき体験したことだと思えるようにすることが
リトミックの大きな目的となっている。この考え方は特に、
身体表現活動であるリトミックを小学校の音楽の授業に取
り入れる意義として挙げられるのではないだろうか。
小学１年生の３クラスでリトミックの授業を実施したが、
まだ児童にとって身体表現を行うことに抵抗はないよう
だった。学年が上がるにつれて恥ずかしさが出てきて自分
の思ったような表現ができなくなるだろう。表現すること
に抵抗がない時期から様々な活動を取り入れることが重要
となってくるであろうが、小学校低学年の音楽の授業を音
楽専科の教諭が受け持つことは少ない。小学校の学習指導
要領に沿って今回の音楽の授業の指導案を作成してみたが、
指導要領には身体表現を取り入れるように記載されていて
も、教科書通りに指導案を作成するとどうしてもピアニカ
や歌がメインとなってしまう。教育芸術社のホームページ
に掲載されている「年間学習指導計画」によると、例えば
「はくにのってリズムをうとう」という題材で「ぶんぶんぶ
ん」や「しろくまのジェンカ」など５曲が取り上げられて
いるが、学習内容はどれも「歌ったり音楽に合わせて体を
動かすことで、リズムを感じる」と記載されており、椅子
に座ったままリズムを身体で感じるのか、教室全体を使っ
て全身でリズムを感じるのかはそれぞれの教諭に任されて
くる。そうであれば、今回のように身体表現のみの授業を
行ってもよいのではないだろうか。そのプログラムを小学
校教諭が考えることはもしかしたら難しいことかもしれな
いが、中村が専門家として、その指導案を様々なパターン
で作成し、提供することにより現場の教諭に実践してもら
えるような活動を今後行っていきたい。そして、次回は教
諭自身にそのプログラムを実践をお願いし、そのプログラ
ムの問題点などを検証していきたい。
また、幼稚園においてはリトミックについてこれまで全
く知らなかった幼稚園教諭が講習会をきっかけに、数回で
もリトミックを取り入れてくれたことは今後の活動内容の
広がりを感じさせる。もっとリトミックの内容を知りたい、
簡単な曲で取り入れる方法を知りたいという意見を今後に
生かし、汎用性を考えたプログラム開発をしていかねばな
らない。
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